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第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
各
人
が
生
活
と
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
労
す
る
機
会
が
必
ず

し
も
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
現
状
等
を
踏
ま
え
、
組
合
員
が
出
資
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
反
映
し
て
組
合
の

事
業
が
行
わ
れ
、
及
び
組
合
員
自
ら
が
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
基
本
原
理
と
す
る
組
織
に
関
し
、
設
立
、
管
理
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
多
様
な
就
労
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
当

該
組
織
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
促
進
し
、
も
っ
て
持
続
可
能
で

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

労
働
者
協
同
組
合

第
一
節

通
則

（
人
格
及
び
住
所
）

第
二
条

労
働
者
協
同
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。）は
、
法
人
と
す
る
。

２

組
合
の
住
所
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
原
理
そ
の
他
の
基
準
及
び
運
営
の
原
則
）

第
三
条

組
合
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
原
理
に
従
い
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
合
員
が
出
資
す
る
こ
と
。

二

そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
り
組
合
員
の
意
見
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
。

三

組
合
員
が
組
合
の
行
う
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
。

２

組
合
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
合
員
が
任
意
に
加
入
し
、
又
は
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
組
合
員
と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

三

組
合
員
の
議
決
権
及
び
選
挙
権
は
、
出
資
口
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
等
で
あ
る
こ
と
。

四

組
合
と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結
す
る
組
合
員
が
総
組
合
員
の
議
決
権
の
過
半
数
を
保
有
す
る
こ
と
。

五

剰
余
金
の
配
当
は
、
組
合
員
が
組
合
の
事
業
に
従
事
し
た
程
度
に
応
じ
て
行
う
こ
と
。

３

組
合
は
、
営
利
を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

４

組
合
は
、
そ
の
行
う
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
組
合
員
に
直
接
の
奉
仕
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
特
定
の
組
合
員
の

利
益
の
み
を
目
的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

５

組
合
は
、
特
定
の
政
党
の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

組
合
は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
に
該
当
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条

第
二
号
に
掲
げ
る
暴
力
団
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

二

暴
力
団
又
は
そ
の
構
成
員
（
暴
力
団
の
構
成
団
体
の
構
成
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く

は
暴
力
団
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
第
三
十
五
条
第
五
号
に
お
い
て
「
暴
力
団

の
構
成
員
等
」
と
い
う
。）の
統
制
の
下
に
あ
る
団
体

（
名
称
）

第
四
条

組
合
は
、
そ
の
名
称
中
に
労
働
者
協
同
組
合
と
い
う
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

組
合
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
中
に
労
働
者
協
同
組
合
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
文
字
を
用
い
て
は

な
ら
な
い
。

３

何
人
も
、
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
、
他
の
組
合
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
違
反
す
る
名
称
の
使
用
に
よ
っ
て
事
業
に
係
る
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又
は
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
組
合
は
、
そ
の
利
益
を
侵
害
す
る
者
又
は
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
そ
の
侵
害
の
停
止
又
は
予
防

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
記
）

第
五
条

組
合
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
を
必
要
と
す
る
事
項
は
、
登
記
の
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
第
三
者
に
対
抗
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
組
合
員
の
資
格
）

第
六
条

組
合
の
組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
定
款
で
定
め
る
個
人
と
す
る
。

第
二
節

事
業

第
七
条

組
合
は
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

組
合
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
事
業
そ
の
他
の
組
合
が
そ
の
目
的
に
照
ら
し
て
行
う
こ

と
が
適
当
で
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
八
条

総
組
合
員
の
五
分
の
四
以
上
の
数
の
組
合
員
は
、
組
合
の
行
う
事
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

組
合
の
行
う
事
業
に
従
事
す
る
者
の
四
分
の
三
以
上
は
、
組
合
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
律
第
七
十
七
号

令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
関
連
義
援
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律

１

令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
関
連
義
援
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者
の
当
該
交
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲

り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
関
連
義
援
金
と
し
て
交
付
を
受
け
た
金
銭
は
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
関
連
義
援
金
」
と
は
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
被

災
者
又
は
そ
の
遺
族
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
被
災
者
等
」
と
い
う
。）の
生
活
を
支
援
し
、
被
災
者
等
を
慰
藉し
や

す

る
等
の
た
め
自
発
的
に
拠
出
さ
れ
た
金
銭
を
原
資
と
し
て
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）が
一
定
の

配
分
の
基
準
に
従
い
被
災
者
等
に
交
付
す
る
金
銭
を
い
う
。

附

則

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
交
付
を
受
け
、
又
は
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
令
和
二
年
七
月
豪
雨

災
害
関
連
義
援
金
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
務
大
臣

上
川

陽
子

労
働
者
協
同
組
合
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
七
十
八
号

労
働
者
協
同
組
合
法
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総
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第
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則
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第
二
条

第
六
条
）

第
二
節
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業
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七
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第
八
条
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第
三
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第
九
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第
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設
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第
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二
条

第
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十
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条
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五
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管
理

第
一
款

定
款
等
（
第
二
十
九
条

第
三
十
一
条
）

第
二
款

役
員
等
（
第
三
十
二
条

第
五
十
条
）

第
三
款

決
算
関
係
書
類
等
の
監
査
等
（
第
五
十
一
条

第
五
十
三
条
）

第
四
款

組
合
員
監
査
会
（
第
五
十
四
条

第
五
十
七
条
）

第
五
款

総
会
等
（
第
五
十
八
条

第
七
十
一
条
）

第
六
款

出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
（
第
七
十
二
条

第
七
十
四
条
）

第
七
款

計
算
（
第
七
十
五
条

第
七
十
九
条
）

第
六
節

解
散
及
び
清
算
並
び
に
合
併
（
第
八
十
条

第
九
十
四
条
）

第
三
章

労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
（
第
九
十
五
条

第
百
二
十
三
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
百
二
十
四
条

第
百
三
十
二
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
百
三
十
三
条

第
百
三
十
七
条
）

附
則
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